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宗教と寛容 
（58） 
という判断がまるで致命的な欠陥であるかのごとく感じてしまうとすれば、それは我々が
無意識の内に科学という枠組に非常に強くとらわれているからである。しかし我々の生に
は決して科学的な枠組みだけでは計りきれない要素もあるのではないか。文化的かどうか
という判断にも同様な側面がある。宗教を真正面から信仰しようとするならば、文化とは
少なからぬ軋轢を生じて当然である。そして内村はそれこそ彼の全存在をかけて、宗教的
なあり方を選択しているのである。そして選択は各個人が自ら為すものである、と内村は
言っているのである。 
 不敬事件を通して、内村ははからずも天皇制国家と対峙するようなはめになった。それ
は確かに彼が天皇崇拝を容認できなかったからである。だが、内村にとってゆるせないも
のは天皇崇拝だけではなかった。彼の信仰の妨げとなるもの全てであったのである。 
 日本キリスト教が第２次世界大戦前までは信仰の自由に関してそれなりに果敢に戦って
いた（その「戦い方」に問題がなかったどうか、は別問題である）、との自己評価は外れて
はいないであろう。しかし内村に言わせれば、何故天皇崇拝とは戦いながら文化芸術崇拝
や科学技術崇拝、あるいは金銭崇拝とは戦わないのか、ということにもなるのではないか。
日本キリスト教に、ともすれば宗教らしさを発揮するよりも教養・文化的な面に傾きがち
な側面が、信徒の側だけでなく教会自体にあるのは確かであり、内村は日本キリスト教の
黎明期から既にそのことに気づき、警鐘を鳴らしていたと言えるのではないだろうか。 
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